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連隊長要望事項

「相互信頼」

隊区担当中隊

第２中隊

第１中隊

重迫撃砲中隊

第３中隊

第４中隊

「令和７年度第３次連隊野営を実施」

「訓練評価・総合訓練を」実施 自
衛
官
候
補
生
日
々
奮
闘

長いと思っていた３カ月の教育も終わり、後期教育に向けて

準備を進め、良いスタートが切れるようにしていきたいです。
後期教育では前期教育で修得した課目を復習しながら訓練に励
み、新しい班長、班付に教わりながら成長していきたいです。

自衛官として当たり前のことを当たり前にすること、また、それ
らを身に着けること任一生懸命だった前期教育でしたが、後期教育で
はより専門的な事を学ぶたまた一段と頑張っていきたいと思います。
自衛官は「パワー」なので、後期教育は前期教育よりも、体力検定で
よい結果が出せるよう、頑張ります。

前期教育を終え、今後の目標は、専門知識と技能を磨き、任務遂
行能力を高めることです。また、前期教育のメンバーとは変わりま
すが、チームワークを大切にし、仲間と協力しながら地域や国の安
全に貢献できるような人間になりたいです。

私の今後の目標は、仕事を通じ、今後あらゆる方に恩返しをする

ことと、人の役に立つことです。
私はこの教育期間で多くの人にお世話になりました。班長や区隊
長をはじめ、教育隊要員の方々、そして一緒に教育を乗り切った同
期、支えてくれた家族に一つでも恩返しが出来る様、近道をして楽
をすることをせず、遠回りをして今後も努力していきます。

６
月
６
日
（
金
）
か
ら
12
日
（
木
）
ま
で
の

間
、
王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て
「
令
和
７
年
度

第
３
次
連
隊
野
営
」
を
実
施
し
た
。

本
演
習
は
、
各
中
隊
訓
練
検
閲
の
対
抗
部
隊

と
し
て
令
和
７
年
度
ア
グ
レ
ッ
サ
ー
部
隊
に
第
３

中
隊
を
指
定
さ
れ
た
、
増
強
第
４
中
隊
基
幹
が
参

加
す
る
Ｆ
Ｔ
Ｃ
訓
練
（
第
６
次
運
営

防
御
）
に

向
け
た
練
成
訓
練
の
場
を
活
用
し
た
第
３
中
隊
訓

練
検
閲
で
あ
り
、
バ
ト
ラ(

交
戦
用
訓
練
装
置)

を

用
い
た
対
抗
形
式
で
実
施
さ
れ
た
。

５
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
た
第
２
次
連
隊
野
営

か
ら
得
た
教
訓
事
項
等
を
踏
ま
え
、
各
中
隊
は
指

揮
幕
僚
活
動
（
情
報
・
通
信
・
火
力
の
連
携
、
統

制
・
調
整
）
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
（
敵
を
意
識

し
た
戦
闘
行
動
、
指
揮
の
継
承
）
及
び
新
領
域(

ド
ロ
ー
ン
・
電
磁
波
・
衛
星)

へ
の
対
応
を
含
む

基
本
基
礎
動
作
の
錬
度
を
向
上
さ
せ
た
。

ま
た
、
17
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
Ａ
Ａ
Ｒ
で

は
、
本
訓
練
の
作
戦
行
動
を
詳
細
に
分
析
し
、
次

回
へ
向
け
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ
た
。

連
隊
は
本
訓
練
を
通
じ
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ
に
必
勝
を

期
す
た
め
戦
闘
能
力
及
び
射
撃
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
も
「
生
き
残
り
戦
い
に
勝
利

」
で
き
る
練
度
を
保
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
。

２０連隊公式キャラクター
「にーまる」

出
身

山
形
市

趣
味

花
を
愛
で
る
こ
と
、
ア
ニ
メ
鑑
賞

ダ
ー
ツ

お
酒
（
ウ
イ
ス
キ
ー
）

部
活
動

中
・
高
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

市
の
大
会
で
ベ
ス
ト
８

好
き
な
曲

Ｍ
Ｙ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｎ

好
き
な
食
べ
物

お
芋

里
芋
長
芋

じ
ゃ
が
芋

さ
つ
ま
芋

ト
マ
ト

嫌
い
な
食
べ
物

ス
ー
プ
に
入
っ
た
ト
マ
ト

焼
い
た
ト
マ
ト

出
身

山
形
市

趣
味

自
然
に
行
く
こ
と
ラ
ー
メ
ン
巡
り

部
活
動

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

に
出
場

好
き
な
曲

ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ

好
き
な
食
べ
物

サ
ー
モ
ン

嫌
い
な
食
べ
物

ウ
ニ

出
身

高
畠
町

趣
味

ギ
タ
ー

音
楽

部
活
動

ハ
ン
マ
ー
投
げ

山
形
県
ベ
ス
ト
４

好
き
な
曲

駆
け
抜
け
て
性
春

銀
杏
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｚ

好
き
な
食
べ
物

ラ
ー
メ
ン

嫌
い
な
食
べ
物

ゆ
で
卵

出
身

鶴
岡
市

趣
味

ス
キ
ー
・
野
球
・
バ
レ
ー

部
活
動

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
で
東
北
３
位

全
国
８
位

好
き
な
曲

Ｗ
ｅ
ａ
ｒ
ｅ

ｔ
ｈ
ｅ

ｏ
ｎ
ｅ

（
Ｄ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
）

好
き
な
食
べ
物

リ
ン
ゴ

嫌
い
な
食
べ
物

ア
サ
リ

秋
葉
候
補
生

遠
藤
候
補
生

安
食
候
補
生

遠
藤
候
補
生

攻撃する第３中隊

第３中隊 戦闘指導（ロックドリル）防御陣地構築（増強第４中隊）

第６施設大隊と連携し陣地構築

夜間攻撃で敵陣地を奪取する第３中隊

夜間の２５㎞行進

戦闘指導

四周を警戒する隊員

迎えられる隊員（帰還式）

戦闘訓練（訓練評価）

連隊長 最先任上級曹長 庶務幹部 連隊長Dr

徒歩行進

新
隊
員
教
育
隊
（
教
育
隊
長

下
山
准
尉
）
が
担

任
す
る
自
衛
官
候
補
生
課
程
は
教
育
も
終
盤
と
な
り
、

自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
、
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
資
質

を
養
う
と
と
も
に
、
各
職
種
共
通
の
基
礎
的
な
知
識
・

技
能
を
修
得
す
べ
く
、
日
々
の
訓
練
に
励
ん
で
い
る
。

12
日
（
木
）
学
科
試
験
、
基
本
教
練
及
び
89
式
小

銃
の
分
解
結
合
、
13
日
（
金
）
は
戦
闘
訓
練
、
ま
た

16
日
（
月
）
か
ら
17
日
（
火
）
に
か
け
て
25
ｋ
ｍ
夜

間
行
進
か
ら
攻
撃
ま
で
の
総
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

特
に
総
合
訓
練
は
、
高
温
多
湿
で
降
雨
を
伴
う
厳

し
い
環
境
下
で
あ
っ
た
が
同
期
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら

山
間
部
を
含
む
経
路
を
踏
破
し
、
全
員
が
25
㎞
を
完

歩
し
た
。
じ
後
、
命
令
下
達
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
偵

察
、
前
衛
分
隊
の
行
動
、
攻
撃
ま
で
一
連
の
流
れ
を
実

施
し
た
。
自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
修
得
し

て
き
た
ほ
ふ
く
や
射
撃
動
作
を
駆
使
し
、
大
粒
の
汗
を

流
し
な
が
ら
、
意
気
軒
昂
に
戦
闘
訓
練
に
臨
み
、
全
員

が
初
夏
の
暑
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
攻
撃
目
標
を
奪
取

し
、
任
務
を
完
遂
し
た
。

目
標
奪
取
後
、
多
用
途
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
Ｕ
Ｈ
１

）
で
神
町
駐
屯
地
ま
で
空
中
機
動
し
た
後
、
自
衛
官
候

補
生
た
ち
は
ハ
イ
ポ
ー
ト
に
よ
り
帰
還
し
、
連
隊
の
隊

員
に
盛
大
な
出
迎
え
を
受
け
た
。
出
迎
え
に
お
い
て
教

育
隊
長
は
「
辛
い
時
こ
そ
同
期
と
励
ま
し
合
い
、
今
訓

練
を
乗
り
越
え
た
こ
と
は
大
き
な
自
信
に
繋
が
っ
た
と

思
う
。
残
り
の
教
育
期
間
も
同
期
と
の
時
間
を
大
切
に

し
、
乗
り
切
っ
て
い
こ
う
。
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ

る
と
と
も
に
自
衛
官
候
補
生
た
ち
を
労
っ
た
。
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成
績
紹
介

【
総
合
の
部
】

・
第
１
位

本
部
管
理
中
隊

１
曹

奥
山

桃
太
郎
（
16
分
16
秒
53
）

・
第
２
位

同

３
曹

竹
田

大
希

（
17
分
17
秒
94
）

・
第
３
位

第
１
中
隊

１
曹

佐
藤

直
樹

（
17
分
23
秒
08
）

【
50
才
以
上
の
部
】

・
第
１
位

第
３
中
隊

１
曹

小
林

一
則

（
19
分
53
秒
37
）

・
第
２
位

本
部
管
理
中
隊

曹
長

梅
村

昌
和

（
20
分
54
秒
63
）

・
第
３
位

重
迫
撃
砲
中
隊

３
尉

大
山

雄
二

（
21
分
00
秒
24
）

【
50
才
未
満
の
部
】

・
第
１
位

本
部
管
理
中
隊

１
曹

奥
山

桃
太
郎
（
16
分
46
秒
53
）

・
第
２
位

第
２
中
隊

２
曹

東
海
林

択
真
（
17
分
48
秒
57
）

・
第
３
位

第
１
中
隊

２
曹

清
水

貴
徳

（
17
分
53
秒
61
）

【
40
才
未
満
の
部
】

・
第
１
位

第
１
中
隊

１
曹

佐
藤

直
樹

（
17
分
23
秒
08
）

・
第
２
位

同

３
曹

齋
藤

大
貴

（
18
分
49
秒
87
）

・
第
３
位

同

２
曹

熊
谷

洋
亮

（
19
分
01
秒
38
）

【
30
才
未
満
の
部
】

・
第
１
位

本
部
管
理
中
隊

３
曹

竹
田

大
希

（
17
分
07
秒
94
）

・
第
２
位

第
３
中
隊

士
長

池
田

麟
太
郎
（
17
分
41
秒
11
）

・
第
３
位

本
部
管
理
中
隊

３
曹

畠
山

竣
介

（
18
分
13
秒
89
）

【
女
性
の
部
】

・
第
１
位

本
部
管
理
中
隊

２
曹

原
田

希
美

（
25
分
25
秒
60
）

・
第
２
位

同

３
曹

久
保
田

多
紀
（
26
分
02
秒
55
）

・
第
３
位

重
迫
撃
砲
中
隊

士
長

金
子

友
莉

（
26
分
13
秒
09
）

５
月
24
日
（
土
）
、
天
童
高
原
キ
ャ
ン
プ

場
特
設
会
場
に
お
い
て
天
童
高
原
６
３
４
の

松
交
流
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る

「
第
14
回
天
童
高
原
６
３
４
の
松
交
流
イ
ベ

ン
ト
」
に
支
援
、
本
部
管
理
中
隊
か
ら
７
名

が
参
加
し
、
体
験
搭
乗
及
び
装
備
品
展
示

（
オ
ー
ト
バ
イ
）
を
実
施
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
「
陸
上
自
衛
隊
車
両

ツ
ア
ー
（
体
験
搭
乗
）
」
を
実
施
し
、
「
ぜ

ひ
自
衛
隊
の
車
両
に
乗
っ
て
み
た
い
！
」
と

い
う
来
場
者
の
方
々
が
、
高
機
動
車
の
乗
り

心
地
を
体
験
し
、
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
体
験
搭
乗
の
待
ち
時
間
に
は
、
装
備
品

に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、
一
緒
に
記
念
撮
影

を
す
る
な
ど
自
衛
隊
ブ
ー
ス
は
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
後
に
は
、
「
楽
し

か
っ
た
。
自
衛
隊
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
」
な

ど
喜
び
の
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
支
援
し

た
隊
員
た
ち
の
方
が
来
場
者
の
皆
様
か
ら
活

力
を
頂
い
て
い
た
。

連
隊
は
、
本
イ
ベ
ン
ト
支
援
を
通
じ
、
地

域
住
民
等
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
促
進

と
親
近
感
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

「

天
童
高
原

交
流
イ
ベ
ン
ト
」
に
支
援

５月２５日（日）から６月２２日（日）までの間、県内各地で実施されたイベ
ント及び自衛隊山形地方協力本部が実施する広報展にそれぞれ車両展示により支援
（別表）した。
いずれも多くの来場者が訪れ会場は賑わいを見せた。支援した隊員たちは、記

念撮影の依頼に快く応じたり、寄せられた質問に対し溌剌と受け答えを行うなど、
来場者との交流により、自衛隊の活動に対する理解の促進と魅力の発信を図ること
ができた。

「 及び 」を支援

実 施 日 イベント名 支援人員 支援内容

５月２５日（日） 鶴岡天神祭 重迫撃砲中隊７名 高機動車・オートバイ展示 大
絵馬型山車引き

６月 １日（日） 東根さくらんぼマラソン 第４中隊２名 高機動車 展示

６月 ８日（日） 十日町いろは市 第２中隊２名 高機動車 展示

６月２２日（日） 防災×マルシェ２０２５ 重迫撃砲中隊２名 軽装甲機動車 展示

県内各地でイベント支援

本記録会は、隊員の任務遂行に必要な基礎
体力の強化を図ることを目的にＡＫＡ（安全・
健全・安心）の実践及びＪＦＫ（事故・紛失・
怪我なし）な実施要領に基づき、企画統制部
（通信・安全班・救護班等）と各中隊が認識を
統一し、安全かつ円滑な運営のもと開催された。
最高気温が３５度となる猛暑日の中、隊員

たちは暑さに負けじと気迫溢れる走りを見せ、
歯を食いしばりながら全員が最後まで諦めず、
も日頃の錬成の成果を発揮し、５㎞コースを駆
け抜けた。競技中、中隊応援者からの気持ちの
こもった声援・拍手等を力に変え、一致団結し
て勝利を目指す姿が特に印象的であった。
競技参加者、応援者そして各勤務員等、全隊

員がそれぞれの任務を全うし、一件の事故もな
く無事に競技会を終えることが出来た。

出走前の衛生教育

連隊長も参加

１ＧＰ №１ 第３中隊 池田士長

大絵馬型山車引きに参加する隊員（鶴岡天神祭）

隊員と記念撮影（東根さくらんぼマラソン）

高機動車を見学（防災×マルシェ２０２５）

激 走 す る 隊 員 た ち

オートバイと記念撮影

体験搭乗

自衛隊ブースの様子
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月 日
（曜）

学校名・人員数 実施項目 担当中隊

５月１５日
（木）

山辺中×７名、山形７中×
７名、中山中×５名

〇体験搭乗
〇装備品体験

第４中隊

５月１９日
（月）

城北高校３年生
約７０名

〇体験搭乗
〇体力検定
〇歩測

本部管理中隊
第１中隊

重迫撃砲中隊

５月２０日
（火）

天童３中
３名

〇体験搭乗
〇装備品体験

第１中隊

５月２２日
（木）

大富中×５名
東根中×３名
８名

〇体験搭乗
〇装備品体験

重迫撃砲中隊

５月２６日
（月）

城北高校３年生
７０名

〇目標の発見・識別
〇心肺蘇生法

本部管理中隊
第２中隊

６月１９日
（木）

創学館高校×１４名
神室産業高校×１名
上山高等養護学校×１名

〇体験搭乗
〇格闘

第２中隊

「総合的な学習の時間における職場体験」に支援

連隊は第６施設大隊の支援を受
け、施設作業小隊を中心に、安全
かつ円滑な作業を実施し、５月１
５日（木）に２０連隊看板を、５
月２２日（木）に連隊石碑を無事
に移設しました。
６月１９日（木）、Ｂ庁舎舎前

において２０連隊板及び石碑落成
式が実施され、式には連隊長、副
連隊長、最先任上級曹長、各科長、
各中隊長、各中隊先任及び施設作
業小隊が参加し、第２０普通科連
隊の更なる飛躍を祈念しました。

器
材
班
４
名

主
体
で
の
作
業

に
な
り
ま
し
た

が
、
計
画
的
に

作
業
を
進
め
工

期
遅
れ
を
出
す

こ
と
な
く
移
設

を
完
了
で
き
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
着
実
か

つ
前
向
き
に
任

務
に
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。

連
隊
の
歴
史
的
な

作
業
に
携
わ
れ
る
こ

と
が
出
来
て
、
と
て

も
光
栄
で
し
た
。

作
業
中
は
様
々
な

問
題
が
発
生
し
、
作

業
は
難
航
し
ま
し
た

が
、
施
設
作
業
小
隊

一
丸
と
な
っ
て
無
事

に
任
務
を
遂
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
達
成
感
を
胸
に

次
の
任
務
に
も
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。

今
回
の
作
業
は

測
量
手
と
し
て
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
看
板

は
、
連
隊
の
第
一

印
象
に
繋
が
る
の

で
、
高
低
差
や
水

平
が
取
れ
て
い
る

か
な
ど
基
盤
作
り

に
力
を
入
れ
て
実

施
し
ま
し
た
。

数
年
前
に
、

２
号
隊
舎
か
ら

連
隊
教
場
に
移

設
し
た
の
が
懐

か
し
く
、
今
回

も
移
動
・
設
置

の
作
業
に
関
わ

る
事
が
で
き
、

嬉
し
く
良
い
思

い
出
に
な
り
ま

し
た
。

連
隊
大
表
札
は
平
成
８
年

２
月
に
行
わ
れ
た
「
連
隊
創

立
40
周
年
記
念
行
事
」
の
際

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
作
成

は
当
時
の
第
１
中
隊
長

元

木
氏
と
施
設
作
業
小
隊
が
中

心
と
な
り
作
成
し
ま
し
た
。

作
成
当
初
は
枕
木
の
部
分
が

木
造
で
あ
っ
た
た
め
、
長
い

年
月
を
経
て
劣
化
し
た
こ
と

に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
強

化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

第
４
中
隊
Ｏ
Ｂ
の
斎
藤
氏
が

作
業
隊
長
と
な
り
、
大
表
札

の
補
修
と
屋
根
の
作
成
を
実

施
し
ま
し
た
。

射
撃
の
心
得

射
撃
が
上
達
す
る
簡
単
な
コ
ツ

１

的
の
前
に
立
ち
ま
し
ょ
う
。

２

姿
勢
を
と
る
際
は
拍
動
を
抑
え

る
た
め
、
ボ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
を

意
識
し
ま
し
ょ
う
。

３

い
つ
も
同
じ
狙
い
を
し
ま
し
ょ

う
。

４

呼
吸
を
一
定
に
し
、
同
じ
呼
吸

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
撃
発
を
し
ま

し
ょ
う
。

５

自
分
が
ど
こ
に
撃
っ
た
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
？
ど
う
だ
？
今
ま
で
の
自
分
を
超

え
て
い
な
い
か
？

連
隊
の
皆
さ
ん
い
つ
も
狙
撃
に
ご
配

慮
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
依
頼
を
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
真

面
目
に
書
こ
う
か
、
そ
れ
と
も
面
白
く

書
こ
う
か
悩
み
ま
し
た
が
、
真
面
目
に

書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

射
撃
術
を
体
得
す
る
ま
で
に
は
、
い

く
つ
か
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。
自
衛
隊

で
の
新
隊
員
教
育
、
陸
曹
教
育
隊
で
は

射
撃
術
を
教
え
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
狙
撃
の
教
育
で
す
ら
細
部
ま
で
理

解
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
そ

の
く
ら
い
射
撃
術
は
深
い
も
の
で
す
。

詳
し
く
聞
き
た
い
方
は
第
２
中
隊
狙

撃
班
長
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

作
業
に
携
わ
っ
た

施
設
作
業
小
隊
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
よ
り
一
言

得意作業 クレーン作業
苦手な作業 機材整備
当時の担当作業 現場監督

得意作業 掘削及び段取り
苦手な作業 手作業
当時の作業 揚重機オペ

得意な作業 コンクリート掘削
苦手な作業 敷均し
当時の担当作業 ショベル操作

得意作業 重材料運搬
苦手な作業 揚重機作業
当時の担当作業 測量

30
年
前
を
振
り
返
り
、
営
内
生
活
で
ダ
ブ

ル
ベ
ッ
ト
の
営
内
班
か
ら
陸
曹
に
な
り
、
シ

ン
グ
ル
ベ
ッ
ト
の
部
屋
に
移
動
し
た
事
が
陸

曹
に
な
っ
た
と
実
感
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
現
在
、
増
え
た
の
が
脂
肪
と
白

髪
と
苦
労
で
嬉
し
い
増
加
は
し
わ
の
数
だ
け

笑
い
と
絆
が
増
え
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
30
年
後
笑
え
る
人
生
と
な
れ
る
様
に
願
っ

て
い
ま
す
。

５
月
15
日
（
木
）
か
ら
６
月
19
日
（
木
）
、
神
町
駐
屯
地
に

お
い
て
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
が
実
施
す
る
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
お
け
る
職
場
体
験
」
を
支
援
し
た
。

職
場
体
験
に
は
各
中
・
高
校
生
（
別
表
）
が
参
加
し
、
連
隊

は
装
備
品
展
示
・
体
験
搭
乗
（
高
機
動
車
）
、
各
課
目
（
目
標
の

発
見
識
別
訓
練
・
格
闘
訓
練
・
心
肺
蘇
生
法
及
び
体
力
検
定
）
を

実
施
し
た
。

当
初
は
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
生
徒
た
ち
も
、
課
目
を
担
当

し
た
隊
員
と
も
打
ち
解
け
、
楽
し
み
な
が
ら
課
目
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
特
に
格
闘
訓
練
に
お
い
て
は
格
闘
指
導
官
の
指
導
の
下
、

元
気
溌
剌
と
大
声
を
出
し
取
り
組
ん
で
い
た
。

出身 山形県鶴岡市
趣味 サッカー鑑賞
好きな食べ物 ラーメン
好きな曲 気に入った曲なら何でも
得意武器 狙撃銃
射撃が苦手な隊員に一言 射撃術は必ず伸びます。

昔

の
私

重
迫
撃
砲
中
隊

秋
葉
准
尉

天童市

スキー（ジュニア育成）

スキー（ジュニア育成）

目標に向かって進んでもらいたい！

出身

昔の趣味

現在の趣味

若年隊員に向けて一言

上
級
ス
キ
ー
指
導
官
と
し
て
20
連
隊
の

ス
キ
ー
練
度
向
上
に
革
命
を
起
こ
し
て
き

た
重
迫
撃
砲
中
隊
の
秋
葉
准
尉
。
今
回
は

ス
キ
ー
の
達
人
、
秋
葉
准
尉
の
若
か
り
し

姿
と
当
時
の
抱
負
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し

ま
す
。

隊員プロフィール

※

編
集
室
周
辺
で
の
会
話

「
う
わ
ぁ
～
秋
葉
准
尉
い
い
お
ど

ご
だ
な
ぁ
～
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
忙

し
か
っ
た
ん
だ
べ
な
～
」

・
・
・
と
言
っ
て
い
た
よ
。

当 時 を 振 り 返 る

原
田
２
曹

斎
藤
３
曹

五
十
嵐
３
曹

今
田
３
曹

連
隊
カ
リ
ス
マ
隊
員

今
月
は
射
撃
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
本
部
管
理
中
隊
海
藤
曹
長

を
紹
介
。
普
段
か
ら
優
し
さ
溢

れ
る
海
藤
曹
長
も
射
撃
と
な
れ

ば
・
・
・

(; ･`д･´)

石碑について連隊看板について

20
連
隊
歌
が
刻
ま
れ
て
い

る
こ
の
石
碑
は
昭
和
61
年
１

月
に
行
わ
れ
た
「
連
隊
創
立

30
周
年
記
念
行
事
」
の
際
に

真
室
川
町
の
黒
坂
氏
よ
り
第

16
第
連
隊
長

田
中
氏
へ
寄

贈
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
石
は

黒
坂
氏
が
真
室
川
の
河
川
敷

の
も
の
を
直
接
運
び
、
刻
印

さ
れ
て
い
る
文
字
に
つ
い
て

は
将
棋
の
駒
の
揮
毫
（
き
ご

う
）
で
有
名
な
天
童
市
在
住

の
森
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

記念撮影
心肺蘇生法を体験

護身術を体験

軽装甲機動車を説明する隊員

目標の発見・識別法を教える隊員

２１日 (月・祝)
・全国カブト虫相撲大会

(中山町）

１日 （日）
・神町納涼祭

（官舎地区）

５日（火）６日（水）
・山形花笠まつり

（山形市）

行 事 予 定

本

部

管

理

中

隊

記念撮影


